
特 集 大麻取締法の75年振りの大幅な改正でどうなる?! 日本の産業用ヘンプ

1948年に施行されたわが国の大麻取締法が大幅な改正という潮目を迎えようとしている。
かつては日本でも幅広く生産されてきた麻を守るための法律だったはずが、薬物規制の厳格化に
よって近年は麻栽培の現場に厳しい制限が課せられていたようだ。11月号では法改正に至るま
での概要をPart1 でお伝えした。特集後編では、日本一の麻農家、北海道でヘンプ栽培の復活
を目指してきた人たち、三重県で国産麻の価値を見直し復活に動き出した人たち、育種分野から
新たにヘンプに注目している研究者――いずれも国内でのヘンプ合法化に期待を寄せる人たちに
話を聞いた。� （企画・まとめ　赤星栄志・加藤祐子）
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４
年
振
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

大
麻
（
あ
さ
、
以
下
「
麻
」
と
表
記
）

は
、
ア
サ
科
ア
サ
属
の
一
年
草
の
こ
と
。

栽
培
の
起
源
は
１
万
２
０
０
０
年
前
の

中
央
ア
ジ
ア
と
さ
れ
、
日
本
で
は
縄
文

時
代
の
貝
塚
か
ら
麻
の
実
が
見
つ
か
る

な
ど
古
く
か
ら
身
近
に
あ
り
、
気
候
的

に
日
本
中
で
栽
培
が
可
能
な
植
物
で
あ

る
。
私
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
麻
農
家

の
７
代
目
で
、
８
代
目
の
息
子
、
大
森

芳
紀
と
と
も
に
麻
の
栽
培
と
精
麻
づ
く

り
を
生
業
に
し
て
き
た
（
図
１
）。

折
し
も
私
が
生
ま
れ
た
の
は
１
９
４

８
年
、
大
麻
取
締
法
が
施
行
さ
れ
た
そ

の
年
で
あ
る
。
21
歳
で
実
家
に
就
農
し

た
。父
の
代
ま
で
は
コ
メ・こ
ん
に
ゃ
く・

ソ
バ
・
麻
の
複
合
経
営
だ
っ
た
が
、
２

０
０
１
年
に
大
雹
害
を
受
け
て
す
べ
て

の
作
物
が
全
滅
。
そ
の
苦
難
を
き
っ
か

け
に
経
営
転
換
を
図
り
、
麻
専
業
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
問
屋
へ
の
出
荷
を
や
め
、

神
社
を
は
じ
め
企
業
や
個
人
の
お
客
様

に
直
接
販
売
す
る
体
制
を
整
え
て
き

た
。
現
在
、
個
人
農
家
と
し
て
麻
の
栽

培
か
ら
精
麻
へ
の
加
工
ま
で
の
生
産
部

門
を
担
い
、
仕
入
れ
・
販
売
部
門
で
あ

る
㈱
野
洲
麻
の
社
長
を
務
め
る
。
万
が

一
収
穫
で
き
な
い
事
態
に
備
え
て
、
１

年
分
の
ス
ト
ッ
ク
を
抱
え
て
、
安
定
し

た
品
質
、
安
定
し
た
出
荷
体
制
を
整
え

て
い
る
。

去
る
22
年
10
月
29
日
、
30
日
に
４
年

振
り
に
「
第
９
回
日
本
麻
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in 

鹿
沼
」
を
開
催
し
た
。
日
本
麻

振
興
協
会
の
主
催
で
、

麻
を
使
っ
て
く
だ
さ
る

方
々
に
は
そ
の
取
り
組

み
を
紹
介
い
た
だ
き
、

麻
を
通
じ
て
つ
な
が
っ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
に
鹿
沼
へ
お
越
し

い
た
だ
い
た
。
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、
敷

地
内
に
建
て
た
ヘ
ン
プ

ク
リ
ー
ト
ハ
ウ
ス
（
図

２
）
を
お
披
露
目
し
た
。
伝
統
的
な
精

麻
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
実
用
化
が
進
む
建
材
と
し
て
の
活

用
事
例
を
ご
紹
介
で
き
た
よ
う
に
思

う
。
初
日
の
夕
方
に
麻
炭
を
使
っ
た
花

火
を
㈱
田
熊
火
工
さ
ん
に
上
げ
て
い
た

だ
き
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
と
感

動
を
分
か
ち
合
え
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ

た
。
国
産
麻
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
日
々
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

戦
後
、
国
産
麻
の
需
要
は 

高
品
質
な
精
麻
に

戦
前
に
は
栃
木
以
外
に
も
麻
の
産
地

は
全
国
に
あ
っ
た
。
だ
が
、
戦
後
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
よ
り
麻
の
栽
培
は
規
制

対
象
と
な
り
、
大
麻
取
締
法
施
行
後
に

大
幅
に
減
少
し
た
。
現
行
法
で
は
、
大

麻
の
栽
培
目
的
は
「
地
域
の
伝
統
文
化

の
継
承
に
資
す
る
も
の
」
に
限
定
さ
れ
、

栽
培
か
ら
繊
維
お
よ
び
趣
旨
の
採
取
に

至
る
ま
で
の
一
連
の
工
程
を
大
麻
栽
培

者
自
ら
が
行
な
う
も
の
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
神
事
な
ど
伝
統
的

な
限
ら
れ
た
用
途
に
用
い
ら
れ
る
精
麻

の
需
要
だ
け
が
生
き
残
っ
た
。

厚
労
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
国
産
ヘ

ン
プ
の
年
間
採
取
量
は
繊
維
が
２
１
９

４
㎏
、
お
が
ら
が
１
万
１
７
８
０
㎏
、

播
種
用
種
子
が
４
０
４
・
４
㎏
と
い
う
。

麻
農
家
は
誇
り
と
持
っ
て

生
産
を
継
続
し
た
い

大森由久 氏（おおもりよしひさ）
伝統的な野洲麻の産地で、国産
麻生産を守り続けてきた麻農家の
７代目。精麻・麻幹の直販を手が
ける㈱野州麻の代表取締役。２０
１２年４月に「日本麻振興会」を
立ち上げ、19年の法人化に伴い、
代表理事に就任。

Part2図１：麻掛けしている精麻

図２：�ヘンプクリートハウスと８代目の
大森芳紀氏
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日
本
の
麻
栽
培
の
実
情
は
、
21
年
の
栽

培
者
免
許
の
交
付
者
は
全
国
で
27
名
、

栽
培
面
積
は
わ
ず
か
約
７
ha
と
危
機
的

状
況
に
あ
る
（
図
２
）。
そ
の
う
ち
の
約

５
ha
が
野
州
麻
の
産
地
で
あ
る
栃
木
県

に
あ
り
、
12
軒
で
神
事
な
ど
に
用
い
る

伝
統
的
な
精
麻
の
産
地
を
維
持
し
て
い

る
。供

給
量
が
極
端
に
減
る
と
、
限
ら
れ

た
精
麻
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
な
か

で
競
争
力
が
高
ま
り
、
現
時
点
で
国
内

産
の
精
麻
を
求
め
る
お
客
様
は
相
応
の

品
質
の
も
の
を
希
望
す
る
の
は
必
然
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
麻
産
地
は
技
術
力
を

鍛
え
、
日
々
の
変
化
を
捉
え
る
観
察
眼

を
磨
き
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
高
品
質

の
精
麻
づ
く
り
に
励
ん
で
き
た
。

課
題
は
播
種
用
種
子
の
確
保

現
在
の
作
付
け
品
種
は
「
と
ち
ぎ
し

ろ
」
の
み
。
82
年
に
栃
木
県
農
業
試
験

所
（
現
・
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）
が
、

在
来
種
で
優
れ
た
品
種
「
白
木
」
と
佐

賀
県
の
在
来
種
で
“
無
毒
”（
＝
Ｔ
Ｈ
Ｃ

濃
度
の
極
め
て
低
い
）
な
品
種
を
交
配

し
て
開
発
し
た
雌
雄
異
株
の
品
種
だ

が
、
同
試
験
場
で
の
麻
に
関
す
る
研

究
は
育
種
も
含
め
て
80
年
代
で
途
絶

え
た
の
で
、
と
ち
ぎ
し
ろ
は
い
ま
で

も
繊
維
型
の
最
新
品
種
な
の
だ
。

国
産
麻
生
産
が
直
面
し
て
い
る
課

題
は
、
播
種
用
種
子
の
確
保
で
あ
る
。

麻
の
栽
培
は
、
繊
維
原
料
と
し
て
麻

切
り
作
業
に
よ
っ
て
収
穫
す
る
も
の

と
、
翌
年
に
播
種
す
る
種
子
を
採
取

す
る
も
の
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
前

年
に
収
穫
し
た
種
子
が
10‌

ａ
当
た
り

１
０
０
ｇ
配
布
さ
れ
、
５
月
下
旬
か

ら
６
月
上
旬
に
播
種
す
る
。
畝
間
は

１
・
８
m
、
株
間
を
80
～
1‌

m
の
粗

植
に
し
、
枝
を
広
げ
、
風
雨
で
倒
れ

な
い
よ
う
に
先
に
枯
れ
る
雄
株
で
雌

株
を
支
え
る
。
肥
培
管
理
を
工
夫
し

て
い
る
が
、
毎
年
足
り
て
い
な
い
の

だ
。
種
子
の
雌
雄
を
判
別
で
き
な
い
こ

と
も
そ
の
一
因
で
あ
る
。

一
方
、
繊
維
用
の
栽
培
は
、
播
種
か

ら
麻
切
り
ま
で
の
約
90
～
１
２
０
日
間

に
背
丈
を
２
～
３
ｍ
に
伸
ば
す
た
め
の

施
肥
管
理
を
行
な
う
。
長
い
繊
維
を
と

る
た
め
に
は
枝
が
出
な
い
よ
う
に
密
植

し
、
窒
素
肥
料
を
効
か
せ
る
。
１
年
目

は
発
芽
が
良
く
均
一
に
育
つ
の
で
、
収

量
も
品
質
も
良
く
、
良
い
精
麻
が
沢
山

と
れ
る
。
一
般
的
に
連
作
障
害
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
２
年
目
は
発
芽
が
劣
り
、

フ
キ
ノ
メ
イ
ガ
や
キ
ン
カ
ク
病
な
ど
の

病
害
虫
に
苛
ま
れ
る
。
収
量
も
質
も
落

ち
、
１
年
目
が
１
２
０
％
の
収
入
な
ら
、

１
０
０
％
に
な
る
。
さ
ら
に
３
年
目
に

な
る
と
、
発
芽
が
揃
わ
ず
太
さ
、
長
さ

の
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
収
入
は
80
％

に
、
４
年
目
以
降
は
60
％
以
下
に
な
る
。

３
年
以
上
の
連
作
を
避
け
る
た
め
に
、

順
番
に
２
年
ほ
ど
休
ま
せ
て
い
る
。
た

だ
休
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
23
年
か
ら

は
、
大
豆
や
ソ
バ
、
小
豆
と
輪
作
す
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

国
産
麻
の
生
産
も
需
要
も 

も
っ
と
裾
野
が
広
が
っ
て
ほ
し
い

麻
は
痩
せ
た
土
地
が
適
地
だ
が
、
簡

単
に
育
て
ら
れ
る
作
物
と
誤
解
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。
不
揃
い
の
麻
を
加
工
し

た
精
麻
は
お
客
様
に
選
ん
で
い
た
だ
け

な
い
の
で
、
丁
寧
な
肥
培
管
理
を
伴
う

麻
栽
培
に
は
そ
れ
な
り
に
手
間
暇
が
か

か
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

今
回
の
法
改
正
に
つ
い
て
、
麻
の
栽

培
が
国
内
で
広
が
る
と
競
合
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
き
た
人
た
ち

も
い
る
。
だ
が
、
そ
の
心
配
は
無
用
で

あ
る
。
第
一
に
、
伝
統
的
な
精
麻
づ
く

り
で
は
、
朝
に
晩
に
畑
に
通
っ
て
麻
の

生
育
状
況
を
見
守
っ
て
栽
培
し
た
者
に

だ
け
、
そ
の
ご
褒
美
と
し
て
精
麻
に
加

工
す
る
ま
で
の
権
利
が
与
え
ら
れ
て
い

る
と
私
は
解
釈
し
て
い
る
。
収
穫
す
る

ま
で
の
工
程
を
踏
ま
え
て
、
加
工
を
手

が
け
る
こ
と
で
、
作
業
の
や
り
方
も
微

妙
に
変
わ
る
。
高
品
質
の
精
麻
を
つ
く

る
工
程
は
手
作
業
が
多
く
、
一
朝
一
夕

で
真
似
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

国
産
ヘ
ン
プ
の
用
途
拡
大
に
向
け
て

私
ど
も
は
自
ら
活
動
し
、
裾
野
は
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
麻
栽
培
あ
る
い
は
精
麻

づ
く
り
技
術
を
習
得
し
た
い
と
志
す
人

に
は
積
極
的
に
門
戸
を
開
い
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
、
そ
の
仲
間
が
増
え
て
ほ
し

い
と
切
に
願
っ
て
い
る
。

最
終
的
な
改
正
法
案
が
提
示
さ
れ
る

ま
で
は
安
心
で
き
な
い
が
、
私
ど
も
の

が
希
望
し
て
い
る
の
は
、
農
産
物
と
し

て
誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
麻

栽
培
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
継
続
で
き

る
こ
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。

図３：国内の大麻栽培者数と栽培面積の推移
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37,313名

4,916ha 年次 栽培者数
（人）

栽培面積
（ha）

2012 51 6
2013 36 6
2014 33 6
2015 34 8
2016 37 8
2017 33 10
2018 35 11
2019 35 9
2020 30 7
2021 27 7

《過去10年の推移》

【栃木県】
12人 約5ha

繊維 2,194kg
種子 404.4kg
おがら 11780.1kg

《大麻の部位別採取量》《大麻の部位別採取量》
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大
麻
取
締
法
の
改
正
に
向
け
た
議
論

が
最
終
局
面
を
迎
え
た
。
厚
生
科
学
審

議
会
の
大
麻
規
制
検
討
小
委
員
会
で
検

討
さ
れ
た
４
つ
の
論
点
の
う
ち
、「
大
麻

の
適
切
な
利
用
の
推
進
」
と
「
適
切
な

栽
培
及
び
管
理
の
徹
底
」
の
２
つ
で
、

私
ど
も
北
海
道
ヘ
ン
プ
協
会
が
提
供
し

た
資
料
も
引
用
さ
れ
、
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
図
４
の
よ
う
に
産
業
用
ヘ
ン
プ

の
栽
培
関
係
者
の
要
望
を
大
方
満
た
し

た
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
高
く
評

価
し
た
い
。

個
人
的
に
は
退
職
後
に
始
め
た
活
動

が
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
と
同
時
に
、
北
海
道
で
の
ヘ
ン
プ
栽

培
の
復
活
と
産
業
化
を
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
の
に
十
分
な
道
筋
が
立
っ
た
こ

と
に
安
堵
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の“
布

教
活
動
”
か
ら
よ
り
実
践
的
な
普
及
へ

と
大
き
く
動
く
だ
ろ
う
。

ヘ
ン
プ
を
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
で
担
保

北
海
道
ヘ
ン
プ
協
会
（
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
）

は
12
年
２
月
に
発
足
（
14
年
８
月
に
法

人
登
録
）
し
て
以
来
、
ヘ
ン
プ
を
北
海

道
の
基
幹
作
物
と
し
て
普
及
し
、
北
海

道
農
業
の
活
性
化
と
国
内
ヘ
ン
プ
産
業

の
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
き
た
。
現
在
、
個
人
会
員
が
38
名
、

法
人
会
員
が
46
社
、
顧
問
と
特
別
会
員
、

会
友
を
含
め
て
会
員
数
は
１
０
０
を
超

え
た
。
目
指
し
て
い
る
の
は
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
誰
で
も
免
許
を
取
得
す
れ

ば
ヘ
ン
プ
を
栽
培
で
き
る
世
の
中
の
実

現
で
あ
る
。

ヘ
ン
プ
は
、
麻
に
含
ま
れ
る
マ
リ
フ

ァ
ナ
成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
テ
ト
ラ
ヒ

ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）
の
含
有
量
が

低
い
の
が
特
徴
だ
。
近
年
、
海
外
で
は

大
麻
に
関
す
る
規
制
緩
和
が
進
み
、
鎖

国
状
態
の
日
本
は
取
り
残
さ
れ
て
き

た
。
我
わ
れ
は
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
み
を

活
動
の
対
象
に
据
え
、
嗜
好
用
は
も
ち

ろ
ん
、
医
療
用
の
合
法
化
運
動
は
行
な

っ
て
い
な
い
。
北
海
道
に
拠
点
を
置
き
、

ヘ
ン
プ
の
普
及
啓
発
活
動
、
北
海
道
庁

や
道
議
会
へ
の
要
請
活
動
、
試
験
栽
培・

加
工
試
験
・
市
場
調
査
を
含
む
研
究
開

発
支
援
、
栽
培
者
免
許
・
研
究
者
免
許

の
取
得
支
援
に
取
り
組
み
、
な
か
で
も

海
外
の
ヘ
ン
プ
産
業
先
進
地
の
視
察
・

報
告
に
注
力
し
て
き
た
。

詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
ヘ
ン
プ
を
合

法
化
し
た
国
々
で
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
の
制

限
値
を
設
け
て
管
理
す
る
た
め
の
法
整

備
が
示
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
大
麻
取

締
法
で
は
、
こ
れ
ま
で
葉
と
花
の
利
用

を
禁
止
す
る
部
位
別
規
制
を
し
て
き
た

が
、
法
改
正
に
よ
り
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
に
基

づ
く
成
分
規
制
に
移
行
す
る
見
込
み
で

あ
る
。
よ
う
や
く
、
ヘ
ン
プ
の
定
義
が

Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
で
担
保
さ
れ
る
目
途
が
立

ヘ
ン
プ
を
北
海
道
の
基
幹
作
物
に
！

目
標
は
全
道
で
２
万
ha

北海道ヘンプ協会 代表理事
菊地治己 氏

岩手県盛岡市生まれ。73年に北
大農学部を卒業、同大学院博士
課程を中退し、77年に道立中央
農試に就職。上川農試水稲育種
科長、北見農試研究部長、十勝
農試場長などを経て、2011年３月
に上川農試場長で定年退職。「ほ
しのゆめ」「ななつぼし」「ゆめぴ
りか」など道産米の品種改良に従
事。退職後、ヘンプの普及啓発
活動に取り組む。専門は作物育
種学、農学博士（北海道大学）。

Part3図４：大麻取締法の改正方向の見通し（栽培関係）

《栽培関係者の要望への満額回答か？》
《法改正の方向性を高く評価！》

① �大麻草は原則栽培禁止から、低 THC 品種と高ＴＨＣ品種を区
別して栽培を認める。

② 適正な規制の下での播種用種子の国内生産と全国流通を認める。
③ �海外の優れたヘンプ品種の播種用種子の輸入と国内流通を認め

る。
④ �植物の部位規制から THC 含有量による成分規制へ移行し、成

分検査体制を整備する。
⑤ �伝統的な麻栽培の保護のみならず CBD はじめ新たな栽培目的

も認める。
⑥ �医薬品原料用の高 THC 品種は、特に厳格な管理の下での栽培

を認める。
⑦ �大麻取扱者免許制度を改正し、免許取得の規制を標準化し緩和

する。�  
　特に、大麻研究者免許については、麻薬研究者免許と一元化
する。

⑧ �低 THC 品種の過度な栽培規制を撤廃し、合理的かつ最小限の
規制とする。

⑨ THC 含有量が基準値以下の CBD 製品等の製造販売を認める。

※�北海道ヘンプ協会が厚労省大麻規制検討小委員会の会議資料から推定
した内容
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特 集 大麻取締法の75年振りの大幅な改正でどうなる?! 日本の産業用ヘンプ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

北
海
道
で
ヘ
ン
プ
栽
培
の 

復
活
を
目
指
す
理
由

北
海
道
で
も
明
治
時
代
に
は
政
府
が

麻
と
亜
麻
（
フ
ラ
ッ
ク
ス
）
の
栽
培
を

推
奨
し
、
最
盛
期
に
は
北
海
道
内
に
85

カ
所
も
の
製
麻
工
場
が
あ
っ
た
。
麻
は

次
第
に
亜
麻
に
代
わ
ら
れ
、
戦
後
は
大

麻
取
締
法
の
施
行
、
化
学
繊
維
の
普
及
、

繊
維
の
貿
易
自
由
化
な
ど
に
よ
り
、
麻

栽
培
も
亜
麻
栽
培
も
途
絶
え
て
し
ま
っ

た
。ヘ

ン
プ
の
復
活
に
向
け
た
取
り
組
み

で
は
、
05
年
に
栽
培
者
免
許
を
取
得
し

た
北
見
市
の
生
産
者
が
オ
ガ
ラ
の
生
産

を
目
的
に
ヘ
ン
プ
を
栽
培
し
て
い
た
が
、

れ
て
い
る
。

22
年
産
は
す
で
に
約
５
万
５
０
０
０

ha
に
減
少
し
、
今
後
、
最
大
３
割
程
度

の
減
反
も
あ
る
と
当
協
会
で
は
予
想
し

て
い
る
。
こ
の
3
割
に
相
当
す
る
１
万

８
０
０
０
ha
に
Ｃ
Ｂ
Ｄ
等
の
新
規
用
途

分
の
２
０
０
０
ha
を
加
え
た
２
万
ha

が
、
北
海
道
に
お
け
る
ヘ
ン
プ
の
目
標

面
積
と
な
る
。
そ
の
経
済
効
果
は
、
最

終
製
品
価
格
で
、
約
１
兆
８
０
０
０
億

円
に
の
ぼ
る
（
図
６
）。

昨
今
の
肥
料
・
農
薬
・
燃
料
等
の
高

騰
の
折
、
生
産
農
家
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
増
え
て
い
る
。
小
規
模
ヘ
ン
プ
栽

培
を
否
定
し
な
い
も
の
の
、
ま
ず
は
大

規
模
畑
作
農
家
、
な
か
で
も
菜
種
や
亜

麻
、
ゴ
マ
な
ど
の
雑
穀
生
産
の
実
績
が

あ
る
専
業
農
家
に
食
用
ヘ
ン
プ
種
子
の

生
産
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
う

し
た
農
家
は
、
ヘ
ン
プ
の
よ
う
な
新
し

い
作
物
の
栽
培
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の

リ
ス
ク
管
理
が
で
き
る
と
見
込
ん
で
の

こ
と
で
あ
る
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
、
当
協
会
に
お
声
か
け
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
北
海
道
の
ヘ
ン

プ
栽
培
に
期
待
す
る
需
要
家
の
存
在
で

あ
る
。
北
海
道
ヘ
ン
プ
協
会
に
は
、
生

産
者
が
中
心
の
栽
培
部
会
、
需
要
家
が

中
心
の
繊
維
、
食
品
、
住
宅
部
会
と
い

う
四
つ
の
専
門
部
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
あ
る
程
度
、

栽
培
が
広
が
っ
て
か
ら
一
次
加
工
工
場

を
作
る
の
か
、
一
次
加
工
会
社
が
栽
培

を
誘
致
す
る
の
か
。
生
産
者
も
需
要
家

も
、
誰
が
先
駆
的
に
取
り
組
み
、
誰
と

組
ん
で
現
実
化
し
て
い
け
る
か
、
協
会

で
は
、
現
在
、
生
産
者
と
需
要
家
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
ビ
ー
ト
の
製
糖
会
社

が
ヘ
ン
プ
産
業
に
参
入
し
て
く
れ
た
ら

最
高
！
と
い
う
構
想
だ
。
契
約
農
家
に

種
子
を
配
り
、
栽
培
し
て
も
ら
っ
て
、

収
穫
物
を
集
荷
し
、
加
工
場
の
運
用
・

品
質
管
理
ま
で
、
製
糖
会
社
が
も
つ
一

連
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
ヘ
ン
プ
の
栽
培
と

加
工
に
も
役
立
つ
に
違
い
な
い
。
ビ
ー

ト
の
種
子
は
ほ
ぼ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
だ
が
、

種
子
の
輸
入
実
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る

製
糖
会
社
は
有
利
で
あ
る
。

海
外
品
種
の
導
入
は
不
可
欠

ヘ
ン
プ
栽
培
に
と
っ
て
、
品
種
の
問

題
が
一
番
重
要
で
あ
る
。
北
海
道
米
の

品
種
改
良
に
携
わ
り
、
育
種
を
専
門
と

し
て
き
た
私
は
、
こ
れ
ま
で
ヘ
ン
プ
の

品
種
と
栽
培
法
に
関
す
る
調
査
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
国
内
で
作
付

け
さ
れ
て
い
る
栃
木
県
の
育
成
品
種
で

あ
る
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」
は
、
北
海
道
で

は
晩
生
の
た
め
採
種
栽
培
は
困
難
で
あ

る
（
北
海
道
農
試
に
よ
る
成
績
あ
り
）。

18
年
を
も
っ
て
終
了
し
、
現
在
、
北
海

道
で
の
栽
培
は
皆
無
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
や
経
緯
を
踏
ま
え
、

北
海
道
で
ヘ
ン
プ
栽
培
の
復
活
を
目
指

す
理
由
は
大
き
く
２
つ
あ
る
。

一
つ
目
は
、
北
海
道
で
は
大
規
模
な

生
産
圃
場
の
確
保
が
容
易
で
あ
る
か
ら

だ
。
北
海
道
に
は
畑
が
約
92
万
ha
（
草

地
を
含
む
）、
つ
ま
り
全
国
の
２
分
の
１

の
畑
が
あ
り
、
全
国
の
４
分
の
１
の
食

料
生
産
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
畑
を
維

持
す
る
に
は
何
種
類
か
の
作
物
を
輪
作

す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

４
年
輪
作
の
事
例
を
図
５
に
示
す
。

我
わ
れ
の
目
標
面
積
は
、
２
万
ha
で
あ

る
。
２
万
ha
の
根
拠
は
、
ビ
ー
ト
（
て

ん
菜
）
の
代
替
作
物
と
し
て
の
作
付
け

で
あ
る
。
北
海
道
の
基

幹
作
物
の
一
つ
で
あ
る

ビ
ー
ト
の
栽
培
面
積
は

約
６
万
ha
で
推
移
し
て

き
た
が
、
近
年
、
健
康

志
向
の
高
ま
り
等
に
よ

る
国
内
の
砂
糖
消
費
の

低
迷
な
ど
か
ら
、
国
は

約
２
割
の
減
反
政
策
を

打
ち
出
し
て
お
り
、
製

糖
会
社
も
製
糖
工
場
の

統
廃
合
を
検
討
す
る
な

ど
、
北
海
道
の
輪
作
体

系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

図５：ヘンプを入れた場合の北海道の輪作体系(例)

ててんん菜菜

ススイイーートトココーーンン

馬馬鈴鈴ししょょ

秋秋播播きき小小麦麦

豆豆類類
（（大大豆豆・・小小豆豆））

ヘヘンンププ （（ヘヘンンププ））

4年輪作：てん菜→馬鈴しょ→秋播き小麦→豆類（スイートコーン）

１０ha

5ha

ててんん菜菜

ススイイーートトココーーンン

馬馬鈴鈴ししょょ

秋秋播播きき小小麦麦

豆豆類類
（（大大豆豆・・小小豆豆））

ヘヘンンププ （（ヘヘンンププ））

4年輪作：てん菜→馬鈴しょ→秋播き小麦→豆類（スイートコーン）

１０ha

5ha

10ha

5ha
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栽
培
試
験
を
行
な
っ
た
。
地
上
部
乾
物

重
は
、
１
ha
当
た
り
約
25‌

t
と
満
足
の

い
く
成
果
が
得
ら
れ
た
が
、
開
花
期
が

９
月
中
旬
と
遅
く
、
種
子
は
登
熟
不
良

の
た
め
に
十
分
な
収
穫
量
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
北
海
道
で
も
早
く

開
花
し
、
種
子
生
産
が
可
能
な
海
外
の

品
種
を
探
索
す
る
こ
と
に
し
た
。

北
海
道
の
気
候
に
合
っ
た
Ｅ
Ｕ
品
種

リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
海
外
品
種
の
な
か

で
、
注
目
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
Ｔ
Ｈ

Ｃ
ゼ
ロ
％
の
品
種
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

輸
入
貿
易
管
理
令
の
規
制
で
、
播
種
用

種
子
の
輸
入
は
で
き
な
か
っ
た
。
北
海

道
農
政
部
に
事
務
局
を
置
く
北
海
道
産

業
用
大
麻
可
能
性
検
討
会
に
て
検
討
を

重
ね
た
も
の
の
、
種
子
の
輸
入
の
実
現

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
19
年
６
月
に
北
海
道
産
業

用
ヘ
ン
プ
連
絡
会
議
を
立
ち
上
げ
、
議

会
、
行
政
、
市
民
、
企
業
が
参
加
す
る

体
制
で
、
議
論
を
重
ね
、
提
言
を
続
け

て
き
た
。
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
規
制

が
緩
和
さ
れ
れ
ば
、
国
内
で
遺
伝
資
源

の
解
明
や
育
種
研
究
が
進
む
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
日
本
由
来
の
新
品
種
が
確
立

さ
れ
る
ま
で
に
少
な
く
と
も
10
年
近
く

を
要
す
る
の
で
、
ま
ず
は
、
海
外
品
種

に
頼
る
の
が
現
実
的
で
あ
る
。
播
種
用

種
子
の
輸
入
に
関
す
る
法
制
度
が
整

い
、
海
外
の
ヘ
ン
プ
種
子
を
自
由
に
入

手
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
北
海
道
で

の
大
規
模
栽
培
が
可
能
と
な
る
。

国
産
を
求
め
る
市
場
は
あ
る

全
国
の
栽
培
面
積
は
10‌

ha
前
後
で
推

移
し
、
神
社
の
鈴
縄
や
し
め
縄
、
七
味

唐
辛
子
の
麻
の
実
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら
伝

統
的
な
利
用
に
限
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
海
外
で
は
、
繊
維
が
衣
料

の
原
料
の
ほ
か
、
建
築
素
材
や
自
動
車

の
内
装
品
な
ど
に
、
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
は

食
品
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
な
ど
の
機
能
性
成
分

は
化
粧
品
や
健
康
食
品
等
に
、
新
た
な

原
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

我
わ
れ
は
、
海
外
の
先
行
事
例
を
紹

介
し
、
ヘ
ン
プ
商
品
の
認
知
度
を
高
め
、

輸
入
商
品
で
市
場
を
開
拓
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
き
た
。
高
齢
化
が

進
む
日
本
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
ヘ
ン
プ
商
品
に
と

っ
て
有
望
な
市
場
に
な
り
う
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
製
品
を
生
み
出
す
ヘ
ン
プ
の
汎

用
性
は
、
栽
培
と
商
品
開
発
の
狙
い
が

定
ま
り
に
く
い
と
い
う
弱
点
か
ら
、
準

備
が
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
め
る

と
い
う
強
み
に
な
る
は
ず
だ
。

海
外
か
ら
の
輸
入
か
、
輸
入
原
料
に

１
０
０
％
頼
っ
て
き
た
が
、
小
さ
く
と

も
す
で
に
ヘ
ン
プ
の
国
内
市
場
は
存
在

し
て
い
る
。
原
料
の
一
部
を
国
産
化
す

る
こ
と
で
、
国
内
の
ヘ
ン
プ
栽
培
が
拡

大
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
解
禁
後
の
展

開
に
ワ
ク
ワ
ク
感
が
止
ま
ら
な
い
。

私
も
、
14
年
か
ら
の
３
年
間
、
研
究

者
免
許
を
取
得
し
、
本
州
の
在
来
種
の

図６：北海道でのヘンプ栽培がもたらす経済効果の試算

ヘヘンンププ 2万万ha のの経経済済効効果果（（現現行行法法とと改改正正法法））

住住宅宅用用断断熱熱材材：：210億億円円
(全全国国新新築築着着工工数数のの1.13%)

ヘヘンンププ100％％ジジーーンンズズ：：1300億億円円
(衣衣料料品品実実消消費費量量のの1.0％％)

ヘヘンンププ繊繊維維

ヘヘンンププ麻麻殻殻

ヘヘンンププ種種子子

ヘヘンンププ花花葉葉

馬馬用用敷敷料料：：16億億円円
(全全国国のの競競走走馬馬のの56%））

CBDタタババココ：：1800億億円円
(国国内内紙紙巻巻たたばばここ販販売売数数量量のの6％％)
(国国内内葉葉タタババココ生生産産量量のの43.6%））

緑緑肥肥還還元元：：10億億円円
(ヘヘンンププ葉葉生生産産量量のの70％％)

殻殻付付きき：：50億億円円
(鳥鳥餌餌のの150％％, 生生薬薬のの100%)

ナナッッツツ：：1500億億円円
(ごごまま輸輸入入量量のの1.6％％)

オオイイルル：：1800億億円円
(亜亜麻麻仁仁油油供供給給量量のの20％％)

ププロロテテイインン：：4320億億円円
(ホホエエイイ国国内内生生産産量量のの36%)

CBDオオイイルル：：6000億億円円
(年年間間500万万人人分分＝＝不不眠眠症症人人口口のの20%)

ヘヘンンププハハウウスス壁壁材材：：555億億円円
(全全国国新新築築着着工工数数のの1.13%)

麻麻炭炭：：4億億円円
(花花火火用用麻麻炭炭100% or竹竹炭炭のの23.4%)

1 ha 収量
雌雄同株
繊維:2.0 t
麻殻:7.0 t
種子:1.0 t
花葉:1.5 t
CBD: 2.0 ％

自自動動車車用用内内装装材材：：250億億円円
(レレククササスス全全販販売売台台数数のの34%)

ヘヘンンププ100％％紙紙袋袋：：50億億円円
(パパルルププ用用竹竹原原料料のの33%)

計計1兆兆7865億億円円

計計1兆兆65億億円円
現現行行法法

改改正正法法

北海道:てん菜作付面積の3分の1
全国:有機JAS栽培面積とほぼ同じ 先先ずずはは かからら
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特 集 大麻取締法の75年振りの大幅な改正でどうなる?! 日本の産業用ヘンプ

大
麻
草
の
茎
か
ら
皮
を
剥
ぎ
、
そ
れ

を
研
ぎ
澄
ま
し
た
繊
維
を
「
精
麻
」
と

い
う
。
精
麻
は
神
社
の
祭
祀
に
お
い
て

穢
れ
を
払
う
も
の
と
し
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
だ
が
、
神
道
研
究
の
文
献

に
麻
は
、
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。
私

自
身
、「
伊
勢
麻
」
に
関
わ
る
ま
で
は
、

大
麻
草
の
知
識
は
な
く
、
神
事
に
欠
か

せ
な
い
精
麻
が
国
産
で
維
持
し
が
た
い

危
機
的
状
況
に
あ
る
こ
と
す
ら
認
識
し

て
い
な
か
っ
た
。

厚
労
省
は
世
界
的
な
医
療
用
大
麻
の

合
法
化
あ
る
い
は
規
制
緩
和
を
受
け

て
、
当
初
は
医
療
用
大
麻
へ
の
対
応
を

始
め
た
。
そ
こ
か
ら
産
業
用
ヘ
ン
プ
も

含
め
た
議
論
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
三

重
県
の
取
り
組
み
が
大
き
く
影
響
し
た
。

薬
物
規
制
の
御
旗
の
も
と
、
国
内
の
麻
栽

培
に
過
剰
な
規
制
を
強
い
て
き
た
実
態
を

三
重
県
の
事
例
で
時
系
列
に
述
べ
る
。

県
農
林
水
産
部
が
支
援
し
て
も 

大
麻
栽
培
者
免
許
は
下
り
な
い

伊
勢
神
宮
を
有
す
る
三
重
県
伊
勢
地

域
で
、
麻
栽
培
と
精
麻
加
工
業
を
創
出

す
る
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
（
一
社
）

「
伊
勢
麻
」
振
興
協
会
（
以
下
、
伊
勢

麻
振
興
協
会
）
だ
。
麻
の
伝
統
的
価
値
、

ま
た
素
材
・
作
物
と
し
て
の
可
能
性
を

広
く
日
本
人
に
訴
え
、
麻
栽
培
と
精
麻

加
工
業
を
創
出
し
、
精
麻
を
持
続
的
か

つ
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
14
年
12
月
に
伊
勢
の
企
業
家
か
ら

成
る
三
重
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
が

立
ち
上
げ
た
団
体
で
あ
る
。

伊
勢
麻
振
興
協
会
は
ま
ず
、
麻
農
家

の
育
成
に
着
手
し
た
。
15
年
に
三
重
県

農
林
水
産
部
の
新
規
就
農
者
支
援
助
成

金
（
開
始
型
）
を
受
け
た
新
規
就
農
者
、

谷
川
原
健
さ
ん
・
未
来
さ
ん
夫
妻
に
将

来
を
託
す
こ
と
に
な
っ
た
。
早
速
、
日

本
で
唯
一
麻
専
業
の
農
業
経
営
者
で
あ

る
栃
木
県
鹿
沼
市
の
大
森
由
久
さ
ん
の

も
と
に
送
り
出
し
た
。
2
年
間
の
研
修

で
麻
栽
培
と
精
麻
加
工
技
術
を
習
得
し

た
後
、
彼
ら
は
三
重
に
戻
っ
た
。

麻
農
家
と
し
て
新
規
就
農
を
目
指
す

二
人
は
、
早
速
、
大
麻
栽
培
者
免
許
を

三
重
県
に
申
請
し
た
が
、
許
可
さ
れ
な

か
っ
た
の
だ
。
同
免
許
の
許
認
可
権
限

は
都
道
府
県
に
あ
り
、
居
住
地
に
よ
っ

て
運
用
ル
ー
ル
が
異
な
る
。
三
重
県
の

所
管
部
署
は
薬
務
感
染
症
対
策
課
で
、

こ
の
時
点
で
同
県
で
は
大
麻
栽
培
の
実

績
が
な
か
っ
た
。
農
林
水
産
部
が
就
農

支
援
し
て
も
、
免
許
取
得
で
き
な
け
れ

ば
、
麻
栽
培
は
始
め
ら
れ
な
い
。

困
り
果
て
た
伊
勢
麻
振
興
協
会
か
ら

相
談
を
受
け
た
の
が
皇
學
館
大
学
と
三

重
県
の
神
社
界
で
あ
る
。

な
ぜ
大
麻
栽
培
者
免
許
が
下
り
な
か

っ
た
の
か
。
三
重
県
は
、
神
事
な
ど
の

伝
統
的
な
用
途
以
外
の
産
業
用
目
的
で

の
麻
の
利
用
を
認
め
な
い
方
針
だ
っ
た

の
だ
。
産
業
界
の
後
押
し
で
は
県
は
許

可
し
な
い
わ
け
で
あ
る
。
ヘ
ン
プ
の
代

替
品
も
中
国
産
の
輸
入
も
あ
る
な
か

で
、
あ
え
て
三
重
県
で
麻
を
作
る
必
要

は
な
い
と
い
う
判
断
だ
っ
た
。

門
前
払
い
の
状
況
を
打
開
す
る
べ

く
、
私
は
大
麻
栽
培
者
免
許
の
取
得
に

向
け
た
交
渉
の
矢
面
に
立
つ
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
皇
學
館
大
學
の
佐
古

理
事
長
（
当
時
）
と
三
重
県
神
社
庁
の

協
力
を
得
て
、
伊
勢
麻
振
興
協
会
を
刷

新
し
た
。

県
の
不
適
切
な
行
政
対
応
と 

県
民
の
好
意
的
な
後
押
し

実
際
に
窓
口
に
出
向
く
と
、
県
の
対

応
は
実
に
酷
か
っ
た
。
一
般
的
に
県
の

認
可
行
政
は
相
談
に
乗
っ
て
申
請
手
続

き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
が
、
そ
れ
を
行
な

わ
な
い
と
い
う
。
要
領
に
明
記
さ
れ
て

い
な
い
項
目
の
詳
細
説
明
を
拒
み
、
申

請
者
が
想
定
し
た
内
容
を
記
入
・
申
請

す
る
よ
う
に
求
め
て
き
た
。
申
請
に
基

づ
い
て
審
査
を
行
な
う
と
い
え
ば
聞
こ

え
は
い
い
が
、
申
請
書
に
不
備
が
あ
れ

ば
許
可
し
な
い
と
も
受
け
取
れ
る
。

申
請
時
に
懸
念
し
た
項
目
は
「
大
麻

栽
培
圃
場
の
規
制
」
だ
っ
た
。
県
の
要

領
に
は「
柵
の
設
置
」の
み
が
明
記
さ
れ
、

「
監
視
用
カ
メ
ラ
の
設
置
」
に
つ
い
て
の

記
述
は
一
切
な
か
っ
た
。
事
前
に
必
要

か
ど
う
か
を
問
い
合
わ
せ
た
が
明
確
な

国
産
麻
の
技
術
継
承
を
阻
む

行
政
の
過
剰
な
規
制
の
実
態

皇學館大學 現代日本社会学部
教授／伊勢麻振興協会 理事

新田均 氏
1958年長野県生まれ。早稲田大
学部政経学部卒。國學院大學で
神道学の博士号を取得。「比較
憲法学会・田上譲治賞」受賞。
日本教育再生機構理事などを経
て、皇學館大學・現代日本社会
学部教授に就任。専門は日本近
代政教関係史。（一社）伊勢麻
振興協会の理事として、三重県内
で麻農家の育成・麻産業の振興
に尽力してきた。
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返
答
は
得
ら
れ
ず
、「
道
か
ら
見
通
せ

な
い
」
と
い
う
条
件
を
満
た
す
電
気
の

来
て
い
な
い
山
奥
の
圃
場
を
候
補
地
に

選
定
し
て
い
た
の
で
、「
カ
メ
ラ
の
設
置

な
し
」
と
記
入
し
て
17
年
度
の
申
請
に

至
っ
た
。

し
か
し
、
結
果
的
に
は
「
監
視
カ
メ

ラ
を
設
置
し
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
栽

培
者
免
許
は
下
り
な
か
っ
た
。

交
渉
の
過
程
で
あ
る
程
度
、
難
航
す

る
こ
と
が
予
測
で
き
た
の
で
、
申
請
前

に
記
者
会
見
を
開
き
、
県
内
に
麻
栽
培

を
始
め
る
意
図
や
免
許
申
請
に
つ
い
て

公
表
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
不
許
可
の

決
定
を
受
け
て
、
再
度
、
県
の
要
領
違

反
を
訴
え
た
。
会
見
は
出
た
と
こ
勝
負

だ
っ
た
が
、
県
内
の
報
道
機
関
は
好
意

的
に
捉
え
て
報
じ
て
く
れ
た
。
市
民
の

反
応
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ

の
後
、
県
と
の
話
し
合
い
の
場
が
持
た

れ
、
約
１
年
を
か
け
て
栽
培
許
可
が
下

り
る
こ
と
に
な
る
。

麻
栽
培
の
実
態
は
過
剰
な 

制
約
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

18
年
の
栽
培
者
免
許
は
伊
勢
麻
振
興

協
会
で
取
得
。
谷
川
原
夫
妻
は
協
会
の

社
員
と
し
て
麻
を
栽
培
し
、
精
麻
を
生

産
し
た
。
翌
19
年
以
降
は
、
彼
ら
が
設

立
し
た
農
業
法
人
「
㈱
伊
勢
麻
」
が
栽

培
者
免
許
を
申
請
・
取
得
し
て
い
る
。

麻
栽
培
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
成
り

立
た
な
い
し
、
補
助
金
等
で
保
護
さ
れ

た
形
で
成
立
す
る
よ
う
で
は
続
か
な
い
。

現
実
的
に
は
免
許
が
下
り
て
も
、
過

剰
な
規
制
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

栽
培
面
で
は
、
連
作
障
害
を
回
避
す

る
た
め
に
、
定
期
的
に
道
路
か
ら
見
え

な
い
圃
場
を
選
定
し
、
そ
の
た
び
に
高

さ
２
ｍ
の
柵
や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
収
穫
物
は
繊
維

の
み
が
対
象
で
、
オ
ガ
ラ
は
生
産
目
的

か
ら
外
れ
る
と
い
う
。
販
売
先
に
つ
い

て
も
、
購
入
予
定
の
神
社
に
ど
の
く
ら

い
欲
し
い
の
か
、
ど
の
祭
祀
に
使
う
の

か
ま
で
記
入
し
た
詳
細
な
調
査
票
の
提

出
を
求
め
て
き
た
。
直
接
神
社
に
納
め

る
目
的
の
み
が
許
可
さ
れ
、
問
屋
に
も

卸
せ
な
い
し
、
一
般
の
人
に
も
販
売
で

き
な
い
。
毎
年
の
こ
と
と
な
る
と
、
到

底
商
売
に
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
制
約
を
外
し
て
い
く
交
渉

が
伊
勢
麻
振
興
協
会
の
新
た
な
目
標
に

な
っ
た
。
18
年
産
は
播
種
用
種
子
が
少

な
く
、
実
績
が
乏
し
い
な
か
三
重
県
神

社
庁
の
協
力
で
、
精
麻
は
２
つ
の
神
社

に
納
め
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。

次
な
る
壁
は
、
県
外
出
荷

栽
培
３
年
目
に
は
、
県
外
の
神
社
か

ら
声
が
か
か
っ
た
。
県
の
担
当
者
が
変

わ
る
た
び
に
、「
そ
ん
な
話
は
聞
い
て
い

な
い
」
と
進
展
し
な
い
交
渉
も
、
19
年

夏
に
県
外
へ
の
出
荷
に
つ
い
て
は
県
も

許
可
す
る
方
向
で
進
展
し
て
い
た
。　

だ
が
、
決
定
的
に
決
裂
し
た
の
は
、
12

月
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

県
は
、
県
外
へ
の
出
荷
が
ダ
メ
に
な

り
そ
う
だ
と
言
っ
て
き
た
の
だ
。
年
末

ま
で
時
間
が
な
い
の
で
、
県
内
の
出
荷

先
に
変
更
し
た
申
請
書
に
差
し
替
え
ら

れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。

栽
培
者
免
許
は
１
年
ご
と
に
更
新
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
年
を
越
え

て
種
子
を
抱
え
て
い
る
だ
け
で
違
法
に

な
っ
た
り
す
る
。
急
遽
、
県
内
の
神
社

に
出
荷
先
を
限
定
し
て
対
応
を
急
い

だ
。
結
局
、
県
外
へ
の
出
荷
は
叶
わ
ず
、

経
緯
も
不
明
な
ま
ま
、
年
内
は
口
外
し

な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
指
示
に
従
う
し

か
な
か
っ
た
。

行
政
不
服
審
査
請
求
を 

提
出
す
る
も
棄
却

20
年
度
の
栽
培
者
免
許
は
県
内
出
荷

に
限
定
し
た
形
で
交
付
さ
れ
た
。
だ
が
、

行
政
の
対
応
に
納
得
の
い
か
な
い
我
わ

れ
は
、
20
年
３
月
４
日
に
三
重
県
に
対

し
て
「
行
政
不
服
審
査
請
求
」
を
提
出

し
た
。
審
査
は
医
薬
保
健
部
内
で
行
な

わ
れ
、
約
1
年
後
の
21
年
2
月
に
棄
却

さ
れ
た
。
後
日
、
議
事
録
を
見
た
が
、

審
議
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

県
議
会
が
国
に
意
見
書 

事
態
は
急
転
直
下
動
き
出
す

行
政
が
ダ
メ
な
ら
、
議
会
へ
。
三
重

県
議
会
議
員
の
方
々
に
麻
を
取
り
巻
く

現
状
を
訴
え
た
。
麻
農
業
を
振
興
す
る

こ
と
、
そ
れ
を
妨
げ
て
い
る
の
が
大
麻

取
締
法
の
部
位
規
制
で
あ
る
こ
と
、
規

制
の
運
用
は
県
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
部
位
規
制
で
は
マ
リ
フ

ァ
ナ
に
な
る
も
の
と
な
ら
な
い
も
の
を

区
別
で
き
な
い
た
め
に
厳
し
く
制
限
さ

れ
て
き
た
こ
と
―
―
そ
し
て
、
こ
の
ま

ま
で
は
い
つ
ま
で
も
振
興
で
き
な
い
の

で
、
成
分
規
制
の
導
入
を
検
討
し
て
ほ

し
い
旨
を
国
に
要
望
す
る
意
見
書
を
出

し
て
ほ
し
い
と
嘆
願
し
た
の
だ
。

県
議
会
は
全
会
一
致
で
通
過
。
三
重

県
議
会
は
日
置
正
信
議
長
名
義
で
、
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大

臣
宛
て
に
意
見
書
を
提
出
し
た
（
図

7
）。
県
の
行
政
と
厚
労
省
、
国
会
議

員
の
間
で
た
ら
い
回
し
だ
っ
た
こ
と
が
、

こ
こ
か
ら
急
激
に
動
き
始
め
た
。

意
見
書
を
持
参
し
て
、
国
会
議
員
を

訪
ね
て
回
っ
た
と
こ
ろ
、
厚
労
省
が
医

療
分
野
で
「
大
麻
等
薬
物
対
策
在
り
方

検
討
会
」
を
設
置
す
る
と
い
う
。
厚
労

省
と
し
て
は
医
療
分
野
を
対
象
に
し
て

い
た
が
、
国
内
の
麻
栽
培
に
つ
い
て
も
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同
検
討
会
の
な
か
で
審
議
さ
れ
る
方
向

に
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

22
年
6
月
25
日
に
同
検
討
会
の
と
り

ま
と
め
に
は
、
成
分
規
制
に
移
行
す
る

べ
き
で
あ
る
旨
と
、
日
本
で
栽
培
し
て

い
る
麻
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
）

が
少
な
い
の
で
規
制
を
見
直
す
べ
き
だ

と
い
う
内
容
が
含
ま
れ
た
。

一
連
の
経
緯
を
三
重
県
に
報
告
し
、

対
応
を
変
え
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
も

の
の
、
法
改
正
・
通
知
も
な
い
段
階
で

は
行
政
は
動
け
な
い
と
い
う
の
で
、
国

会
議
員
・
厚
労
省
に
再
び
申
し
出
る
こ

と
に
な
っ
た
。
厚
労
省
と
し
て
も
規
制

の
厳
格
化
を
推
進
し
て
き
た
立
場
上
、

手
の
ひ
ら
返
し
の
対
応
は
で
き
な
い
。

画
期
的
だ
っ
た
の
は
、
厚
労
省
の
担
当

者
と
三
重
県
の
担
当
者
、
県
会
議
員
と

の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
実
現
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
協
議
の
結
果
、
厚
労
省
か
ら

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
踏
ま
え
た
大
麻
栽
培
者
免
許
事
務
に

つ
い
て
」
と
い
う
名
目
で
、
県
外
出
荷

を
容
認
す
る
内
容
を
含
む
通
達
が
同
年

10
月
9
日
に
出
さ
れ
た
。
全
国
一
律
の

通
達
だ
が
、
い
わ
ば
三
重
県
の
膠
着
し

た
状
況
の
緩
和
が
目
的
だ
っ
た
。

国
産
麻
の
成
分
値
を
公
表
し 

厚
労
省
は
規
制
緩
和
を
通
達

国
産
麻
に
Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
ど
の
く
ら
い
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。
厚
労
省
は
21
〜
22

年
に
、
全
国
の
麻
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
検
査
結

果
を
実
施
し
た
。
伊
勢
麻
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃

度
は
非
常
に
低
か
っ
た
。
県
の
担
当
者

の
「
ど
れ
だ
け
盗
め
ば
濃
縮
で
き
る
か

が
わ
か
る
の
で
、
教
え
ら
れ
な
い
」
と

い
う
回
答
も
、
そ
も
そ
も
濃
縮
で
き
な

い
こ
と
を
知
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

同
年
３
月
の
厚
労
省
か
ら
の
通
知
に

基
づ
い
て
、
栽
培
地
を
道
路
か
ら
見
通

せ
る
畑
で
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
三
重
県

か
ら
は
高
さ
２
ｍ
、
長
さ
１
０
０
ｍ
の

目
隠
し
（
施
工
費
は
約
８
０
０
万
円
）

の
設
置
を
求
め
ら
れ
、
再
び
紛
糾
し
た
。

県
議
会
議
員
や
厚
労
省
に
訴
え
る
な
か

で
、
県
の
説
明
資
料
に
あ
る
国
の
見
解

の
説
明
が
、
国
の
方
針
と
異
な
る
こ
と

が
判
明
。
新
た
に
着
任
し
た
県
知
事
の

力
添
え
も
あ
り
、
県
は
22
年
７
月
15
日

に
栽
培
圃
場
の
制
限
や
販
売
先

の
制
限
を
撤
廃
し
た
。
さ
ら
に

11
月
29
日
付
で
、
法
改
正
に
先

立
っ
て
、
伝
統
用
に
限
定
し
て

き
た
栽
培
目
的
を
「
産
業
用
等
」

に
も
拡
大
し
た
。

圧
力
を
跳
ね
の
け
る 

段
階
か
ら
産
業
振
興
へ

現
状
で
は
、
後
継
者
を
育
て

な
が
ら
農
業
経
営
と
し
て
規
模

を
拡
大
し
て
き
た
の
は
、
全
国

に
栃
木
の
大
森
さ
ん
し
か
い
な

い
。
三
重
で
は
、
㈱
伊
勢
麻
が

伝
統
的
な
精
麻
を
つ
く
り
、
伊
勢
麻
振

興
協
会
が
支
え
る
体
制
で
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
彼
ら
が
農
家
と
し
て
や
っ
て

い
け
る
と
い
う
モ
デ
ル
が
で
き
な
い
限

り
、
麻
産
業
の
意
義
を
い
く
ら
説
い
て

も
、
続
か
な
い
。
前
述
し
た
と
お
り
、

今
ま
で
は
圧
力
を
跳
ね
の
け
る
の
が
大

変
で
、
と
に
か
く
麻
を
作
り
続
け
る
こ

と
で
精
一
杯
だ
っ
た
。
こ
の
先
は
、
農

業
経
営
者
と
し
て
の
セ
ン
ス
が
問
わ
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
産
業
用
へ
の
展

開
も
見
据
え
た
動
き
も
伊
勢
地
域
で
は

動
い
て
い
る
。

私
は
、
伊
勢
麻
振
興
協
会
、
日
本
大

麻
生
産
者
連
絡
協
議
会
、
北
海
道
ヘ
ン

プ
協
会
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
関

係
者
の
方
々
と
一
緒
に
麻
産
業
の
振
興

に
不
可
欠
な
法
整
備
に
向
け
て
努
力
し

て
き
た
。
大
麻
取
締
法
が
改
正
さ
れ
れ

ば
、
ま
す
ま
す
麻
栽
培
の
歴
史
や
意
義

に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
、

倫
理
意
識
の
高
い
方
々
と
と
も
に
そ
の

可
能
性
を
追
求
す
る
段
階
に
な
る
。
企

業
同
士
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
で
新
た
な
産
業
の
創
出
を
促
進
す
る

こ
と
、
そ
の
前
提
に
安
全
で
合
理
的
な

Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
検
査
・
認
証
の
仕
組
み
の
構

築
が
求
め
ら
れ
る
。
22
年
8
月
に
立
ち

上
げ
た
（
一
社
）
麻
産
業
創
造
開
発
機

構
（
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
）
を
通
じ
て
、
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

《精麻生産の維持継承と薬物乱用防止の両立を図るために 
 大麻草の栽培及び利用に関する検証等を求める意見書》

　現行の大麻取締法では、大麻草を栽培するためには、都
道府県知事の免許を受ける必要がある。その免許の審査基
準は都道府県知事の裁量に委ねられており、保健衛生上の
観点から、大麻草の栽培が原則禁止とされている中では、
都道府県知事の判断は慎重なものとなることが多い。
　一方で、大麻草は、精麻として神社の祭祀をはじめ、様々
な場面で使用されており、日本の伝統文化にとって大切な
ものとなっている一面もある。
　欧米などでは、大麻草の栽培及び利用について、薬理成
分の含有量によって区分している国もあり、そのような国で
は、登録されている品種であれば、国の定めに従って栽培
することが可能となっている。
　よって、本県議会は、薬物乱用防止のより一層の強化を
図りつつ、伝統文化の保存継承に大切な精麻を安定的に生
産していくため、国において、大麻草の栽培及び利用に関
して、十分な検証を行うとともに、薬理成分の含有量によ
る区分の検討を進めるよう強く要望する。　

 
　以上のとおり、地方自治法第 99 条の規定により意見書を
提出する。

 
令和３年３月２３日
三重県議会議長　　日沖　正信

（提出先）
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、
農林水産大臣

図7：三重県議会が21年3月23日に可決した意見書
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―
―
麻
と
の
関
わ
り
は
？

私
は
、
２
０
２
１
年
の
夏
前
に
伊
勢

麻
振
興
協
会
か
ら
相
談
を
受
け
て
、
大

麻
草
が
非
常
に
可
能
性
の
あ
る
植
物
種

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
ば
か
り
の
育

種
分
野
の
研
究
者
で
す
。
最
初
は
「
大

麻
」
と
聞
い
て
、
率
直
な
と
こ
ろ
、
だ

い
ぶ
構
え
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。
話

を
伺
っ
て
み
る
と
、
神
事
を
支
え
る
麻

が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
、
農
業
生

産
と
い
う
部
分
だ
け
で
な
く
、
学
問
的

な
扱
い
が
日
本
国
内
で
は
途
絶
え
て
い

る
こ
と
、
栃
木
県
農
業
試
験
場
が
１
９

８
０
年
代
ま
で
は
農
学
的
な
研
究
は
し

て
い
ま
し
た
が
、
農
学
的
な
学
術
研
究

は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
三
重
大
学
は
伊
勢
神
宮
の
お
膝
元

に
あ
り
ま
す
の
で
、
研
究
面
で
の
協
力

体
制
を
整
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
先
生
の
ご
専
門
は
？

専
門
は
分
子
遺
伝
育
種
学
と
い
っ

て
、
植
物
の
品
種
改
良
を
支
え
て
い
く

た
め
に
遺
伝
子
レ
ベ
ル
、
あ
る
い
は
分

子
レ
ベ
ル
で
植
物
を
理
解
し
て
改
良
し

て
い
く
基
礎
研
究
で
す
。
そ
れ
だ
け
で

は
実
際
の
社
会
と
の
関
連
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
５
年
前
に
大
学
内
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
育
種
基
盤
創
成
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
、
産
官
学
が

連
携
し
て
、
私
ど
も
が
持
っ
て
い
る
技

術
や
知
識
を
活
用
し
て
、
育
種
を
効
率

化
し
た
り
精
密
化
し
た
り
、
公
的
研
究

機
関
や
種
苗
会
社
の
要
望
に
応
え
て
い

く
応
用
研
究
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

研
究
の
基
盤
づ
く
り
に 

2
種
類
の
免
許
が
不
可
欠

―
―
麻
の
植
物
と
し
て
の
魅
力
は
？

農
作
物
と
し
て
の
有
用
性
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
麻
が
ど
う
い
う
遺
伝
的
な

特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
、
そ
こ
に
非
常

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
関
係
者
に
話
を

伺
っ
て
い
く
と
、
農
学
と
し
て
麻
を
扱

う
上
で
ま
ず
足
り
な
い
の
は
、
遺
伝
資

源
の
確
保
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

国
内
の
栽
培
の
歴
史
を
紐
解
い
て
い

く
と
、
現
在
は
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」
し
か

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
国
各

地
に
在
来
系
統
の
品
種
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
。
国
内
の
栽
培
者
は
10
都
道
府
県

に
27
名
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
種
の
輸
入
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
維
持
さ
れ
て
い
る
系
統
も
あ

れ
ば
、
そ
こ
か
ら
野
生
化
し
た
も
の
、

あ
る
い
は
自
生
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

も
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
い
っ
た
遺
伝

資
源
を
解
読
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
麻
の

植
物
と
し
て
の
魅
力
を
紐
解
い
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
ヒ
ト
で
も
日
本
人
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
で
は
違
い
が
あ
る
の
と
同

じ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
ず
っ
と
栽
培
、

維
持
し
て
き
た
品
種
の
遺
伝
情
報
に
は

違
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
遺
伝
情
報
の
収
集
は
ど
こ
か
ら
？

ま
ず
は
、
10
都
道
府
県
で
栽
培
し
て

い
る
種
を
入
手
し
た
い
で
す
ね
。
22
年

夏
に
厚
労
省
に
出
向
い
て
相
談
し
て
き

ま
し
た
が
…
…
あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
と
言
う
の
も
、
日

本
で
は
、
大
麻
の
栽
培
者
免
許
と
研
究

者
免
許
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
都
道
府
県

が
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
都

道
府
県
に
種
の
提
供
を
依
頼
し
て
も
許

可
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
り
、
栽
培

者
を
訪
ね
た
い
と
情
報
提
供
を
お
願
い

し
て
も
断
ら
れ
た
り
。
厚
労
省
に
相
談

し
た
の
は
、
都
道
府
県
に
協
力
を
依
頼

す
る
後
押
し
を
お
願
い
す
る
趣
旨
で
し

た
。
厚
労
省
は
応
じ
て
く
だ
さ
り
、
都

道
府
県
に
連
絡
し
て
く
れ
た
の
で
す

が
、
積
極
的
に
応
じ
て
く
れ
た
と
こ
ろ

は
な
い
ん
で
す
。

―
―
麻
の
研
究
に
必
要
な
免
許
は
？

麻
の
研
究
は
基
盤
を
つ
く
る
の
が
と

に
か
く
大
変
で
す
。
遺
伝
資
源
を
集
め

る
た
め
に
も
2
種
類
の
免
許
取
得
が
前

提
に
な
り
ま
す
。
麻
を
栽
培
し
た
り
、

研
究
材
料
と
し
て
扱
う
た
め
の
大
麻
研

究
者
免
許
（
毎
年
更
新
）
を
22
年
６
月

１
日
付
け
で
、
麻
の
成
分
を
抽
出
し
て

Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
）
や
Ｃ
Ｂ

Ｄ
の
成
分
を
分
析
す
る
た
め
に
必
要
な

麻
薬
研
究
者
免
許
（
３
年
ご
と
に
更
新
）

を
同
９
月
１
日
付
け
で
、
三
重
県
か
ら

承
認
を
受
け
ま
し
た
。
先
立
つ
も
の
が

揃
っ
て
、
よ
う
や
く
実
務
を
ス
タ
ー
ト

麻
の
遺
伝
資
源
の
解
読
は

学
術
的
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

三重大学 地域イノベーション学研
究科・生物資源学部　教授

諏訪部圭太 氏
1974年神奈川県生まれ。2000年
三重大学大学院博士前期課程修
了。農研機構・野菜茶業研究所、
英国John Innes Centre、東北
大学大学院を経て、2009年より
現職。アブラナ科植物（ハクサイ、
ナタネなど）における生殖機構の
分子遺伝学的・分子生物学的研
究に従事してきた。博士（学術）。
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で
き
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

と
ち
ぎ
し
ろ
は
、
栃
木
県
の
在
来
種

由
来
の
品
種
と
、
佐
賀
県
に
自
生
し
て

い
た
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
非
常
に
低
い
系
統

を
掛
け
合
わ
せ
て
育
成
さ
れ
た
品
種
な

の
で
、
佐
賀
に
低
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
在
来
種
を

探
し
に
行
き
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
三
重
県
か
ら
は
各
都
道

府
県
が
管
理
し
て
い
る
系
統
に
つ
い
て

は
許
可
を
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
自
生
し

て
い
る
麻
の
採
取
は
待
っ
て
ほ
し
い
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
ヘ
ン
プ

協
会
の
菊
地
治
巳
さ
ん
も
、
北
海
道
に

自
生
す
る
麻
の
耐
寒
性
に
注
目
し
て
栽

培
に
活
用
し
た
い
と
要
望
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
が
、
北
海
道
で
も
長
ら
く
そ
の

許
可
は
下
り
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

遺
伝
子
情
報
を
手
が
か
り
に 

計
画
的
な
育
種
も
可
能
に

―
―
遺
伝
資
源
の
解
読
と
は
？

ぜ
ひ
、
麻
の
全
ゲ
ノ
ム
塩
基
配
列
を

解
読
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
論
文
で
は

こ
れ
ま
で
に
、
11
年
に
カ
ナ
ダ
の
グ
ル

ー
プ
が
ド
ラ
フ
ト
版
を
発
表
し
て
い
ま

す
が
、
全
塩
基
配
列
情
報
の
解
読
に
は

ま
だ
程
遠
い
状
態
で
、
20
年
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
中
国
の
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ

ぞ
れ
公
表
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
ま

だ
不
完
全
な
も
の
で
し
た
。

現
場
で
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
性
質

は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
合
成
に
必
要

な
遺
伝
子
の
情
報
で
す
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度

が
高
い
、
低
い
系
統
が
あ
り
ま
す
が
、

測
定
し
て
み
た
ら
高
か
っ
た
、
低
か
っ

た
と
い
う
結
果
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
日

本
の
栽
培
品
種
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
低
い

の
か
を
遺
伝
的
な
特
性
で
裏
付
け
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
解
明
さ

れ
る
と
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
極
め
て
低
い

系
統
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
濃
度
を
高
め
た
系
統
を

つ
く
り
た
い
場
合
に
、
計
画
的
な
育
種

が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。

―
―
交
配
以
外
の
方
法
も
？

ゲ
ノ
ム
編
集
と
い
う
、
遺
伝
子
組
換

え
に
代
わ
る
人
工
的
に
塩
基
配
列
を
改

変
す
る
技
術
の
活
用
も
、
将
来
的
に
は

あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
合

成
す
る
遺
伝
子
を
特
定
し
、
そ
の
遺
伝

子
が
機
能
し
な
い
よ
う
に
す
る
部
分
に

ゲ
ノ
ム
編
集
を
使
え
ば
、
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
で
き
ま
す
の
で
。

―
―
そ
の
他
の
性
質
は
？

私
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
雌

雄
の
判
別
で
す
。
と
ち
ぎ
し
ろ
は
雌
雄

異
株
の
品
種
で
、
花
が
咲
く
ま
で
雄
株

か
雌
株
か
わ
か
ら
な
い
、
種
を
採
る
た

め
に
雌
株
を
増
や
し
た
い
の
に
大
き
く

な
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
そ
う
で
す
。
麻

の
雌
雄
を
決
め
て
い
る
の
は
人
間
と
同

じ
Ｘ
Ｙ
の
染
色
体
の
組
み
合
わ
せ
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
雌
雄
の
出
現
確

立
が
１
対
１
だ
と
仮
定
す
る
と
、
半
分

の
株
に
は
種
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
ん
な
非
効
率
な
こ
と
は
な
い

で
す
よ
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
で
普
及
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
は
、

生
き
物
が
持
っ
て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
一
部

分
を
特
異
的
に
増
や
す
技
術
で
す
。
た

と
え
ば
、
苗
の
段
階
で
抽
出
し
た
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を

使
っ
て
判
別
で
き
れ
ば
、
雄
株
だ
け
を

間
引
き
で
き
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で

す
。
現
場
の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
植

物
と
し
て
の
原
理
が
わ
か
っ
て
い
く
と
、

お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

―
―
品
種
の
開
発
・
育
成
に
も
？

現
状
で
は
、
実
質
的
に
品
種
の
選
択

肢
が
な
い
状
況
で
す
が
、
と
ち
ぎ
し
ろ

は
あ
ら
ゆ
る
環
境
や
産
業
用
途
に
万
能

な
ス
ー
パ
ー
品
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
日
本
で
も
法
整
備
が
進
み
、

茎
か
ら
採
取
し
た
繊
維
の
伝
統
的
な
利

用
以
外
に
も
門
戸
が
広
が
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
用
途
に
応
じ
た
品
種
の
確
立
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
茎
か
ら
採
れ
る
繊

維
も
、
精
麻
、
紡
績
、
建
材
で
は
求
め

ら
れ
る
特
徴
が
違
い
ま
す
し
、
ヘ
ン
プ

シ
ー
ド
な
ら
種
の
収
量
性
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
な

ら
含
有
量
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

日
本
に
あ
る
麻
の
系
統
が
そ
れ
ぞ
れ
ど

う
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
遺

伝
子
レ
ベ
ル
で
理
解
し
て
お
け
ば
、
学

術
的
な
裏
付
け
を
元
に
新
し
い
品
種
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ

濃
度
が
ゼ
ロ
か
極
め
て
低
い
と
い
う
こ

と
を
担
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
Ｔ
Ｈ
Ｃ
合
成
能
力
が

な
い
と
い
う
こ
と
を
保
証
で
き
れ
ば
、

社
会
一
般
の
麻
に
対
す
る
誤
解
を
解
き
、

ヘ
ン
プ
へ
の
理
解
促
進
に
も
貢
献
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
社
会
の
認
識
を
変
え
る
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
か
？

遺
伝
子
組
換
え
技
術
に
対
す
る
社
会

の
認
識
も
、
過
去
20
年
間
で
随
分
と
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
自
然
界
に
存
在
し

な
い
も
の
を
創
り
出
す
危
険
性
が
あ
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
い
ま
だ
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
風
当
た
り
と
し
て

は
20
年
前
と
は
雲
泥
の
差
で
す
。
産
業

用
ヘ
ン
プ
へ
の
理
解
も
、
10
年
、
20
年

と
い
う
単
位
で
時
間
が
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
や
ら
な

い
と
い
う
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
よ
り
も
、
伝
統
も
含
め
て
日
本
文

化
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
植
物
種

な
の
に
、
70
年
以
上
も
農
学
分
野
の
学

術
研
究
が
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、

ま
さ
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
研
究
者

に
と
っ
て
、
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
、

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
謎
が
解
け
る
、
と
い

う
の
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
！

29 農業経営者 2023 年 1 月号


